
亀が岡自治会 6 月度定例役員会議事録抜粋 

平成 27 年 7 月 10 日  

開催日時 ： 平成 27年 6月 14 日（日） 10：30～13：00 

開催場所 ： 亀ヶ岡自治会会館１階 

出席者 ： 27 年度役員 8名、顧問 2名   合計 10名 

１．議決事項 

①夏祭りについて 

  ・実行委員会を設置する。委員長は須之内様に依頼する。委員として安藤様、自治会からは野

島生活文化担当、荒井顧問が参画する。役員以外の実行委員会メンバーには６、７月の活動費

を支給する。実行委員会から依頼した外部の協力者には謝礼を出す。 

  ・販売単価の見直しについて 

   今年度は会費を値上げしたこともあり、祭りを継続して出来るようにするため、実行委員会には販

売単価の値上げを検討していただく。 

  ・今年は準備を含め７／２５（土）一日で行なう。 

  ・祭り会場で参加者に寄付をお願いする。 

②近隣自治会との防災活動の協働について 

  広域防災対策として亀が岡自治会がリーダーシップをとって近隣自治会と協働する。 

③掲示物の掲示期限について 

  今後、掲示物を依頼する場合には、依頼者が都度判断し、自治会保有の承認印に期限を記入の

上、掲示依頼する。 

④回覧物について 

  原則、回覧は月一回、前月までに会長の確認を受け遅くとも 10 日までに事務局長に届ける。 

  緊急のものは、都度処理するものとする。 

⑤予算書について、防災・防犯費に含まれている餅つき大会費用や不燃ゴミ整理及び清掃委託費

等は適切な科目に実績計上し、平成 28年度予算に反映する。 尚、交通費など必要な経費は会

計に請求して下さい。 

⑥防犯カメラ導入実行委員会よりアンケートの作成のため、最初に設置する場所についてファミリー

マートから上がってくる所及び一の沢から上がってくる所の 2か所の確認があり了解した。 

 

２．継続審議事項 

①回覧物を HP やメールで送ってはどうか？ → 継続して検討する                                            

②家庭用消火器の廃棄問題                                               

2007 年に自治会が斡旋した消火器が今年度耐用期限になる。 旧消火器廃棄及び新規更新斡旋

について→ 継続して検討する 



③10月以降、危険物を廃棄するための拠点回収ボックスを自治会館に設置できるか今後の検討課

題。 

３．連絡、確認、その他事項  

①平成 27年度上期自治会費徴収状況報告（深瀬会計担当） 

   一部不在者は残っているが全班徴収済み 

②赤十字社募金状況報告（木村副会長） 

   総額 160,310 円 の募金があり民生委員に渡した。 

③平成 27年度予算について会長か作成経緯の説明を受けた。 

・今年度は厳しい予算になっており、会費の値上げを実施した。 従って、予算をキープできるよう

に各自心掛けてください。 

   ・自分たちの予算は自分たちで作成できないのか？ 

  → 役員の任期が 1 年であり、4 月の総会までに予算(案)を作成しなければならないので、前年度

の役員が予算を作成せざるをえない。 

④ 会員からの自治会活動に対しての要望事項に対して役員会で討議した 

  ・一部誤解も含まれていたが、各役員からは活発な意見が出た。 

  ・総会の委任状については継続して検討する。 

  ・結論のみの報告ではなく、経緯等も含め丁寧に会員に説明していく。 

  ・班長会議のやり方を見直す。 

  ・会員との話し合いの場を持つことも大切ではないか。 

⑤亀ヶ岡公園整地について 

  9 月以降に工事を行う。期間は１～2 か月、構造の変更はせずワダチ等をダスト舗装により整地す

る。一部急傾斜部に芝を張る。工事日程決定次第、会員へは案内する。 

⑥ごみの有料化について 

  環境の山崎担当が作成した資料（ごみ有料化に伴うネットステーションの運用（案）及びごみ収集

カレンダー）を基にわかり易く説明を受けた。 

⑦空地の草刈りは昨年同様、秋に実施するよう推進する。 

 


